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【
議
席
順
】

迎
春

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
大
阪
府
北
部
地
震
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
西
日
本
を
中
心
と
し
た
豪
雨
、

最
高
気
温
を
記
録
し
た
猛
暑
な
ど
に
よ
り
、
日
本
各
地
に

お
い
て
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た

茨
城
県
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
十
月
に
開
院

し
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
道
の
駅
建
設
も
本
年
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
本
市
議
会
で
は
、
昨
年
、
議
会
報
告
会
を
四
つ
の
班
に

分
け
て
四
地
区
に
て
開
催
し
、
各
地
区
の
皆
様
と
直
接
対

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
月
に
は
改
選
と
な
り

ま
す
が
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
今
後
も

皆
様
と
密
接
な
議
会
運
営
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
最
後
に
、
市
民
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表
※賛否が分かれた案件は、４ページに掲載しています。

平成３０年第４回定例会　全会一致で可決した案件　　

件　　　　　　　　　　名 内　　　　　　　容 結　果

報 告
第 12 号

処分事件報告について（和解に関すること
及び損害賠償の額を定めることについて）

二木成地内で起きた除草作業中の物損事故に伴
う損害賠償について、専決処分事項の指定に基
づき専決処分したもの

報　告

報 告
第 13 号

処分事件報告について（和解に関すること
及び損害賠償の額を定めることについて）

布川地内で起きた公用車の接触事故に伴う損害
賠償について、専決処分事項の指定に基づき専
決処分したもの

報　告

報 告
第 14 号

処分事件報告について（和解に関すること
及び損害賠償の額を定めることについて）

水戸市笠原町地内で起きた公用車の接触事故に
伴う損害賠償について、専決処分事項の指定に
基づき専決処分したもの

報　告

報 告
第 16 号

処分事件報告について（地方独立行政法人
茨城県西部医療機構中期計画の認可につ
いて）

地方独立行政法人茨城県西部医療機構中期計画
について、当該法人の設立の日に認可をするた
め専決処分したもの

承　認

報 告
第 17 号

処分事件報告について（和解に関すること
及び損害賠償の額を定めることについて）

倉持地内で起きた市立学校の門扉による車両接
触事故に伴う損害賠償について、専決処分事項
の指定に基づき専決処分したもの

報　告

議 案
第 132 号 字の区域の変更について

県営黒子地区土地改良事業の施行に伴い、辻、
木戸、西保末、稲荷及び梶内地内の字の区域を
変更するもの

原案可決

議 案
第 134 号

筑西市あけの元気館等複合施設における指
定管理者の指定について

筑西市あけの元気館等複合施設条例の規定に基
づき、指定管理者を指定するもの 原案可決

議 案
第 135 号

筑西市明野デイサービスセンターやすらぎ
における指定管理者の指定について

筑西市デイサービスセンター条例の規定に基づ
き、指定管理者を指定するもの 原案可決

議 案
第 136 号

筑西市立図書館における指定管理者の指
定について

筑西市立図書館条例の規定に基づき、指定管理
者を指定するもの 原案可決

議 案
第 137 号

筑西市特別職の職にある者で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正について

義務教育学校・明野地区準備委員会の委員長及
び委員の報酬を加え、筑西市民病院の廃止に伴
う条例の改正を行うもの

原案可決

議 案
第 138 号 筑西市手数料条例の一部改正について

不正競争防止法等の一部を改正する法律の規定
による工業標準化法の一部改正ほか、所要の改
正をするもの

原案可決

議 案
第 139 号 筑西市介護保険条例の一部改正について

介護保険法施行令等の一部改正に伴い、所要の
改正をするもの 原案可決

議 案
第 140 号

平成30年度筑西市一般会計補正予算（第５
号）　

下岡橋の右岸側護岸崩落に伴う勤行川護岸整備
事業のほか、協和保健センター空調熱源機器更
新工事等により、歳入歳出それぞれ２億2,700
万余円を追加するもの

原案可決

議 案
第 141 号

平成30年度筑西市国民健康保険特別会計
補正予算（第４号）

平成29年度の療養給付費等について実績が確定
したため、県への返還金を増額等するもの 原案可決

議 案
第 142 号

平成30年度筑西市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号）

後期高齢者医療広域連合納付金において保険料
の増額が見込まれること等により、歳入歳出そ
れぞれ7,807万余円を追加するもの

原案可決

議 案
第 143 号

平成30年度筑西市公共下水道事業特別会
計補正予算（第２号）

下水道事業企業会計システム導入委託、下水道
使用料徴収委託、水質検査委託の債務負担行為
を定めるもの

原案可決

議 案
第 144 号

平成30年度筑西市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第２号）

農業集落排水事業企業会計システム導入委託、
管路台帳システム導入委託の債務負担行為を定
めるもの

原案可決

議 案
第 145 号

平成30年度筑西市介護保険特別会計補正
予算（第２号）

介護用品（紙おむつ）支給委託、地域介護予防普
及啓発事業委託等の債務負担行為を定めるもの 原案可決

議 案
第 146 号

平成30年度筑西市病院事業債管理特別会
計補正予算（第１号）

平成30年度に借入した地方債の償還額が確定
したため、歳入歳出それぞれ１億7,867万余円
を追加するもの

原案可決

議 案
第 147 号

平成30年度筑西市水道事業会計補正予算
（第１号）

水質検査委託、薬品購入の債務負担行為を定め
るもの 原案可決

議 案
第 148 号

筑西市職員の給与に関する条例等の一部
改正について

平成30年人事院勧告に基づき、市職員の給料月額
及び勤勉手当の支給月数の改正並びに地方独立行
政法人西部医療機構設立前の筑西市民病院の医療
職職員の給料月額の改正並びに市長、副市長及び
教育長の期末手当の支給月数の改正並びに一般職
任期付職員の給料月額及び勤勉手当の支給月数の
改正のため、関係する４本の条例を改正するもの

原案可決

（平成30年11月28日開会）

3 筑西市議会だより № 59 H31.1.23



議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表議決一覧表

平成３０年第４回定例会　全会一致で可決した案件　　

件　　　　　　　　　　名 内　　　　　　　容 結　果

議 案
第 149 号

平成30年度筑西市一般会計補正予算（第６
号）

小学校空調設備整備事業、小学校施設環境整
備改修事業の増額、人事異動等に伴う職員人
件費の減額等により、歳入歳出それぞれ30億
6,731万余円を追加するもの

原案可決

議 案
第 150 号

平成30年度筑西市国民健康保険特別会計
補正予算（第５号）

人事異動等に伴う職員人件費の減額をするもの 原案可決

議 案
第 151 号

平成30年度筑西市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第３号）

人事異動等に伴う職員人件費の減額をするもの 原案可決

議 案
第 152 号

平成30年度筑西市公共下水道事業特別会
計補正予算（第３号）

人事異動等に伴う職員人件費の増額をするもの 原案可決

議 案
第 153 号

平成30年度筑西市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第３号）

人事異動等に伴う職員人件費の増額をするもの 原案可決

議 案
第 154 号

平成30年度筑西市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

人事異動等に伴う職員人件費の減額をするもの 原案可決

議 案
第 155 号

平成30年度筑西市水道事業会計補正予算
（第２号）

人事異動等に伴う職員人件費の増額をするもの 原案可決

（平成30年11月28日開会）

陳 情
第 １ 号

「医師養成定員を減らす政府方針の見直し
を求める意見書」を国に提出することを求め
る陳情

2022年度以降の医師養成定員減という方針を
見直し、医療現場と地域の実態を踏まえ、医師
数をＯＥＣＤ平均以上の水準に増やすことを求
めるもの

採　択

【陳情】

議員提出議案
第 5 号 筑西市議会委員会条例の一部改正について

茨城県西部メディカルセンターの開院に伴い、
委員会条例の関連する条文を改正するもの 原案可決

議員提出議案
第 ６ 号

医師養成定員を減らす政府方針の見直しを
求める意見書（案）の提出について

医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求め
る意見書を国に提出するもの 原案可決

【議員提出議案】

平成３０年第４回定例会　賛否が分かれた案件

議員名

案件名

小
倉
ひ
と
美

三
澤　
隆
一

藤
澤　
和
成

森 　

  

正
雄

保
坂　
直
樹

田
中　
隆
徳

稲
川　
新
二

小
島　
信
一

大
嶋   　
茂

石
島　
勝
男

増
渕　
慎
治

仁
平　
正
巳

真
次　
洋
行

尾
木　
恵
子

外
山　
壽
彦

金
澤　
良
司

箱
守　
茂
樹

藤
川　
寧
子

堀
江　
健
一

秋
山　
恵
一

赤
城　
正
德

榎
戸
甲
子
夫

三
浦　

   

譲

鈴
木　

   

聡

議決
結果

報 告 第 15 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承　認

議案第 133 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 欠 ― 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 原案可決

議員提出議案
第 ７ 号 × × × 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 欠 × × ― × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 否　決

※ ○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席。金澤議長は採決には加わりません。

報告第 15 号 ： 処分事件報告について （和解に関すること及び損害賠償の額を定めることについて）　　
　藤ケ谷地内で起きた公用車の接触事故に伴う損害賠償について、早期解決を図るため専決処分したもの

議案第 133 号 ： 工事請負契約の一部変更について

　平成 29 年第４回筑西市議会定例会において議決を受けて締結した平成 29 年度農山漁村地域整備交付金農業
　集落排水事業［機能強化対策］処理施設改修工事の請負契約の一部を変更するもの
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議員提出議案第７号 ： 筑西市議会議員定数条例の一部改正について

議員定数を現在の２４人から２２人に変更する議案が提出され、本会議で
慎重審議した結果、賛成少数で「否決」となりました。
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容
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

来
年
度
開
業
予
定
の
道
の
駅
と
下

館
駅
を
つ
な
ぐ
近
距
離
の
市
内
循

環
バ
ス
を
想
定
し
、
来
年
７
月
か

ら
の
運
行
を
予
定
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

下
館
駅
と
道
の
駅
往
復
の
み
か
。

地
域
内
運
行
バ
ス
に
は
な
い
ル
ー

ト
も
一
緒
に
走
る
の
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

地
域
公
共
交
通
会
議
に
意
見
を
求

め
て
い
く
が
、
便
数
を
増
や
す
と

と
も
に
学
校
や
ス
ー
パ
ー
等
も
巡

回
し
、
使
い
勝
手
を
よ
く
し
た
い
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

バ
ス
の
型
式
、
大
き
さ
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

マ
イ
ク
ロ
型
、
大
型
と
も
決
ま
っ

て
は
い
な
い
。
委
託
事
業
者
が
決

定
し
て
か
ら
、
よ
り
安
価
で
提
供

で
き
る
型
に
し
た
い
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�
観
光
客
の
利
便
性
に
も
資
す
る
よ

う
な
、
観
光
地
め
ぐ
り
を
盛
り
込

む
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

近
距
離
運
行
の
た
め
観
光
地
を
回

る
の
は
難
し
い
。

【
榎
戸
甲
子
夫
議
員
】

　

�

仮
設
道
路
拡
張
工
事
、
汚
泥
処
分

量
増
に
よ
り
今
回
９
５
０
万
円
追

加
し
て
い
る
が
、
当
初
見
積
も
り

か
ら
漏
れ
て
、
つ
ま
り
業
者
の
見

積
も
り
ミ
ス
で
は
な
い
か
。

【
上
下
水
道
部
長
】

　

�

当
初
、
機
器
の
搬
入
等
に
使
用
す

る
車
種
等
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
水
槽
断
面
修
復
工
事
は
汚

泥
を
引
き
抜
い
た
後
で
な
い
と
正

確
に
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
国
の

交
付
金
事
業
で
、
県
の
助
言
を
い

た
だ
き
、
不
確
定
な
も
の
は
数
量

等
が
確
定
し
た
後
、
契
約
変
更
で

手
続
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

【
榎
戸
甲
子
夫
議
員
】

　

�

当
初
金
額
は
誰
が
計
算
し
た
の
か
。

【
上
下
水
道
部
長
】

　

�

茨
城
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
が
設
計
、
工
事
額
を
算
出
し
た
。

【
榎
戸
甲
子
夫
議
員
】

　

�
仮
設
工
事
に
し
て
も
現
場
を
見

て
の
こ
と
か
。
当
初
契
約
金
額

の
１
億
５
，
８
０
０
万
円
と
追

加
の
９
５
０
万
円
の
詳
細
な
見

積
書
が
な
け
れ
ば
承
服
で
き
な

い
。

【
上
下
水
道
部
長
】

　

�

１
億
５
，
８
０
０
万
円
の
当
初
設

計
書
、
今
回
の
９
５
０
万
円
の
追

加
設
計
書
も
当
然
作
成
し
て
お
り
、

額
は
適
正
と
考
え
て
い
る
。

工
事
請
負
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

問 議
案
第
133
号

質

案

議

疑

　

開
会
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
12
月
７
日

に
行
わ
れ
、
６
人
の
議
員
が
質
疑
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。　道

の
駅
循
環
バ
ス
運

行
委
託
の
内
容
は

問 議
案
第
140
号

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

道
の
駅
循
環
バ
ス
運
行
委
託
の
内

法
人
の
業
績
把
握
の

方
法
は

問 議
案
第
140
号

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

過
誤
納
還
付
の
補
正
は
、
法
人
の

業
績
悪
化
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
状
況
の
把
握
は
。

【
税
務
部
長
】

　

�

企
業
の
業
績
に
つ
い
て
は
事
業
者

ご
と
に
異
な
り
、
全
体
的
な
予
測

は
非
常
に
難
し
い
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

補
正
額
８
２
７
万
円
の
内
訳
は
。

【
税
務
部
長
】

　

�

過
去
５
年
間
の
12
月
以
降
の
平
均

額
を
計
上
し
て
い
る
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

企
業
の
業
績
悪
化
の
分
類
、
分
析

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
税
務
部
長
】

　

�

法
人
が
前
事
業
年
度
の
法
人
市
民

税
の
２
分
の
１
を
納
付
す
る
中
間

納
付
を
し
た
場
合
、
事
業
年
度
終

了
後
の
確
定
申
告
額
が
中
間
納
付

額
よ
り
少
な
い
場
合
、
還
付
が
発

生
す
る
。
法
人
市
民
税
の
ほ
か
、

固
定
資
産
税
、
個
人
住
民
税
等
を

議案質疑　
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【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

以
前
、
浴
場
の
修
繕
を
あ
け
の
元

気
館
の
窓
口
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

検
討
す
る
と
言
わ
れ
た
が
修
繕
さ

れ
て
い
な
い
。
新
し
い
指
定
管
理

者
か
ら
施
設
の
修
繕
提
案
は
あ
る

の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

指
定
管
理
料
の
中
に
大
規
模
修
繕

と
そ
の
ほ
か
の
小
規
模
修
繕
費
用

を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
の
修
繕

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
指
定
管
理

者
と
調
整
し
て
い
く
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
施

設
の
修
繕
や
マ
ナ
ー
の
悪
い
利
用

者
へ
の
注
視
指
導
等
の
取
り
組
み

は
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
利
用
料

金
の
７
０
０
円
は
妥
当
で
あ
る
が
、

会
員
に
な
る
と
非
常
に
安
く
な
る
。

安
い
こ
と
は
利
用
者
に
と
っ
て
良

い
事
で
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の

考
え
や
施
設
を
維
持
す
る
た
め
の

財
政
的
見
地
か
ら
、
会
員
料
金
の

見
直
し
を
新
し
い
指
定
管
理
者
と

協
議
し
て
は
ど
う
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　
�

利
用
料
金
は
条
例
で
上
限
を
定
め

て
お
り
、
指
定
管
理
者
と
の
協
定

で
決
定
す
る
が
、
健
康
増
進
施
設

と
し
て
の
役
割
を
考
え
る
と
今
の

ま
ま
で
良
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

え
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

道
の
駅
整
備
事
業
の
増
額
、
西
部

医
療
機
構
運
営
支
援
事
業
、
県
西

総
合
病
院
清
算
事
業
が
主
な
要
因

で
あ
る
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

�

当
初
予
算
か
ら
財
政
調
整
基
金
の

繰
り
入
れ
を
予
定
し
て
の
予
算
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
財
政
計
画
の

歳
入
・
歳
出
の
見
通
し
が
甘
い
の

で
は
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

こ
こ
数
年
の
財
政
規
模
を
見
る
と
、

10
億
円
前
後
の
財
政
調
整
基
金
の

繰
り
入
れ
を
当
初
予
算
か
ら
見
込

ん
で
お
り
、
財
政
計
画
に
お
い
て
、

徐
々
に
繰
り
入
れ
を
減
ら
し
て
い

く
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
歳
入
に

見
合
っ
た
構
造
改
革
を
図
り
、
財

政
規
模
を
抑
え
て
い
く
。

【
小
倉
ひ
と
美
議
員
】

　

�

市
立
図
書
館
指
定
管
理
者
の
応
募

は
、
現
在
の
事
業
者
の
１
社
だ
け

【
森
正
雄
議
員
】

　

�

平
成
30
年
３
月
の
議
会
で
、
新
市

建
設
計
画
変
更
に
伴
い
、
財
政
計

画
が
修
正
さ
れ
、
本
年
度
予
算

は
、
４
３
６
億
４
０
０
万
円
で

あ
っ
た
が
、
今
回
の
補
正
後
の
金

額
が
４
６
４
億
４
，
２
０
９
万
３
，

０
０
０
円
と
な
る
。
約
30
億
円
増

だ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
。

【
教
育
部
長
】

　

�

今
回
の
指
定
管
理
の
応
募
は
、
新

規
で
は
な
く
更
新
で
あ
っ
た
た
め
、

新
規
の
参
入
が
難
し
い
環
境
に

な
っ
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。

【
小
倉
ひ
と
美
議
員
】

　

選
考
は
ど
う
行
っ
た
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

１
次
審
査
・
２
次
審
査
を
審
査
員

の
メ
ン
バ
ー
を
変
え
て
行
っ
た
。

結
果
は
１
０
０
点
満
点
で
換
算
す

る
と
、
67
．
９
点
で
あ
り
、
仕
様

書
に
示
し
た
要
求
を
十
分
に
満
た

し
て
い
る
と
判
断
を
し
た
。

【
小
倉
ひ
と
美
議
員
】

　

�

１
社
の
応
募
で
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
は
成
功
し
た
と
判
断
で
き
る

の
か
。
競
争
性
は
保
た
れ
た
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

一
般
的
な
入
札
と
違
い
、
金
額
だ

け
で
は
な
く
提
案
内
容
が
審
査
対

象
で
あ
る
。
競
争
性
と
い
う
こ
と

に
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
が
、
現

状
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る

と
考
え
て
い
る
。

指
定
管
理
の
応
募
が

１
社
だ
っ
た
理
由
は

問 議
案
第
136
号

歳
入
歳
出
予
算
と
財

政
計
画
の
整
合
性

問 議
案
第
140
号

あ
け
の
元
気
館
の
指

定
管
理
に
つ
い
て

問 議
案
第
134
号

含
め
て
補
正
額
を
計
上
し
て
い
る
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

実
際
の
過
誤
納
還
付
の
企
業
数
は
。

【
税
務
部
長
】

　

�

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
、
１
２
５

社
で
約
４
，
０
０
０
万
円
の
還
付

を
し
て
い
る
。

議案質疑
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あけの元気館

　

市
政
全
般
に
関
す
る
一
般
質
問
は
11
月
30
日
、
12
日
、

３
日
、
４
日
、
５
日
、
６
日
の
計
５
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
17
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
他
の
質
問
■

▼
ピ
ア
ノ
演
奏
コ
ン
ク
ー
ル

▼
３
０
１
０
運
動

▼
職
員
採
用　

ほ
か

【
議
員
】

　

�

あ
け
の
元
気
館
は
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
良
心
的
な
料
金

体
系
の
た
め
、
市
内
外
の

利
用
者
に
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
。
来
年
10
月
に
消
費

税
が
10
％
に
な
っ
た
ら
、

入
館
料
は
ど
の
よ
う
に
検

討
さ
れ
る
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　

�

消
費
税
ア
ッ
プ
に
伴
い
、

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
の

見
直
し
を
目
標
に
全
庁
的

に
事
務
を
進
め
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

入
館
料
の
値
上
げ
が
検
討

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
市
内

在
住
者
は
据
え
置
き
、
市

外
の
方
に
限
定
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
あ
け
の
元
気

館
は
開
設
以
来
18
年
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
施
設

の
老
朽
化
、
経
年
劣
化
が

目
立
ち
始
め
利
用
者
か
ら

は
様
々
な
指
摘
が
さ
れ
て

い
る
。
も
し
入
館
料
を
改

定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
思

い
切
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
新
し
い
指
定
管
理
者

に
委
託
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

【
市
長
】

　

�
指
摘
箇
所
を
も
う
一
度
確

認
し
、
予
算
等
を
考
え
早

急
に
対
処
し
た
い
。

【
議
員
】

　

�

あ
け
の
元
気
館
と
明
野
公

民
館
の
間
に
山
林
が
あ
る
。

そ
こ
を
所
有
者
に
お
願
い

し
て
駐
車
場
と
し
て
活
用

で
き
れ
ば
、
両
施
設
の
利

用
者
が
共
有
で
き
、
駐
車

場
不
足
の
解
消
に
つ
な
が

る
の
で
は
。

【
市
長
】

　

�

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
ご
不
便
を
か
け
て
い

る
。
地
権
者
の
方
と
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
結
果
は
ま
だ
出
て
い

な
い
。
今
後
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
き
た
い
。

質

般

一

問

『
一
般
質
問
』

　

一
般
質
問
は
、
提
案
さ
れ
た
議

案
に
対
し
て
説
明
や
所
見
を
求
め

る
「
議
案
質
疑
」
と
は
違
い
、
市

長
等
の
執
行
機
関
が
行
う
行
政
全

般
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
に
お
け
る
政
策
方
針
な
ど
に

つ
い
て
疑
問
を
た
だ
し
た
り
、
報

告
や
説
明
を
求
め
た
り
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
定
例
会
で

の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
臨
時

会
で
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

消費税が 10%になったら
　入館料はどのように検討されるのか
2020 年４月からの見直しに向け
全庁的に事務を進めている仁平議員

一般質問
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■
他
の
質
問
■

▼
ち
く
せ
い
健
康
づ
く
り
都

　

市
宣
言

▼
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
改
善

▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
筑
波

【
議
員
】

　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
、
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
マ
イ

キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

自
治
体
が
指
定
す
る
活
動

に
参
加
す
る
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
「
行
政
ポ

イ
ン
ト
」
が
つ
く
。
こ
れ

に
よ
り
行
政
や
地
域
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
画
が
期

待
で
き
る
。
貯
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
は
、
市
内
の
商
店

等
で
使
え
る
た
め
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
。

【
議
員
】

　

�

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
や
電
話

会
社
他
各
社
が
発
行
す
る

年
間
４
，
０
０
０
億
円
分

の
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち
、
１
，

２
０
０
億
円
以
上
が
失
効

し
て
い
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

て
通
貨
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
、

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

【
企
画
部
長
】

　
�

関
係
部
署
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
運
用
開
始
に
先

行
し
て
Ｐ
Ｒ
を
し
、
普
及

率
を
高
め
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】

　

�

筑
波
大
学
の
研
究
で
は
、

運
動
や
検
診
を
継
続
す
る

と
医
療
費
抑
制
に
つ
な
が

り
、
ま
た
、
孤
立
し
た
高

齢
者
は
介
護
や
死
亡
率

が
１
．
７
倍
高
く
な
る
と

い
う
。
健
康
寿
命
を
延
ば

す
に
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト

は
勿
論
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
「
行
政
ポ
イ

ン
ト
」
を
つ
け
る
こ
と
は
、

非
常
に
有
効
で
は
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と

は
、
健
康
増
進
に
も
つ
な

が
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
「
行
政
ポ
イ
ン

ト
」
に
つ
い
て
、
今
後
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
議
員
】

　

�

市
内
小
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
進
捗
は
。

【
教
育
部
長
】

　

�

９
月
以
降
、
実
施
設
計

の
早
期
完
了
を
目
指
し
、

設
計
業
者
と
進
捗
の
確

認
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

設
計
業
者
か
ら
設
置
工

事
費
の
概
算
額
の
提
出

を
受
け
、
今
議
会
の
追

加
補
正
予
算
と
し
て
財

政
所
管
課
と
準
備
を
進

め
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

設
置
完
了
は
来
年
９
月
以

降
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

と
に
か
く
早
期
設
置
を
目

指
す
が
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

（
受
変
電
設
備
）
は
受
注

生
産
で
、
作
る
工
場
も
限

ら
れ
て
い
る
。
可
能
な
限

り
、
早
期
の
設
置
と
稼
働

を
目
指
し
て
い
く
。

【
議
員
】

　

�

来
年
の
夏
も
き
っ
と
暑
い

と
思
う
。
エ
ア
コ
ン
稼
働

ま
で
の
小
学
校
の
暑
さ
対

策
に
は
、
前
回
の
答
弁
の

よ
う
な
保
冷
剤
を
配
る
と

か
で
は
な
く
、
一
週
間
で

も
10
日
で
も
半
日
授
業
に

し
た
り
、
危
険
な
温
度
に

な
っ
た
ら
下
校
さ
せ
る
な

ど
、
も
っ
と
柔
軟
な
対
策

は
と
れ
な
い
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

夏
休
み
を
増
や
す
に
は

授
業
日
数
の
確
保
や
学

校
行
事
も
大
き
く
変
わ

る
の
で
簡
単
で
は
な
く
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な

対
策
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
。
暑
さ
に
よ
っ
て

は
そ
う
い
っ
た
対
応
も

必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、

検
討
し
て
い
く
。

■
他
の
質
問
■

▼
新
年
度
予
算
編
成

▼������

人
事
異
動

▼������

多
世
代
同
居
支
援
拡
充

▼������

市
民
病
院
跡
地
利
用

▼������

児
童
生
徒
の
安
全
確
保

小学校のエアコン稼働まで
　夏休みを増やす等の対策はできないか
授業日数の確保等もあり簡単ではないが
今後検討したい

マイナンバーカードを活用した
　マイキープラットフォーム事業のメリットは
行政ポイント導入により、健康増進のほか
地域活動・地域経済の活性化にもつながる三澤議員

藤澤議員

一般質問
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■
他
の
質
問
■

▼
子
育
て
支
援

▼
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

　

�

タ
ー
へ
の
公
共
交
通
機
関

ア
ン
ケ
ー
ト

▼
防
災
無
線

▼
板
谷
波
山

▼
下
館
駅
前
の
整
備
計
画

【
議
員
】

　

�

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

い
じ
め
ら
れ
た
子
と
そ
の

保
護
者
へ
の
対
応
は
。

【
教
育
長
】

　

�

学
校
は
い
じ
め
に
遭
っ
て

い
る
子
供
の
心
に
寄
り
添

い
、
学
校
全
体
で
守
る
。

保
護
者
へ
は
、
指
導
の
経

過
と
今
後
の
学
校
の
対
応

を
お
伝
え
し
、
些
細
な
こ

と
で
も
お
子
さ
ん
の
様
子

を
知
ら
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
協
力
を
求
め
て
い
く
。

【
議
員
】

　

�

い
じ
め
を
行
っ
た
子
と
そ

の
保
護
者
へ
の
対
応
は
。

【
教
育
長
】

　

�

い
じ
め
た
児
童
に
は
、
い

じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
こ
と
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
る
こ
と
等
を
指
導

し
、
反
省
さ
せ
る
。
保
護

者
へ
は
、
指
導
の
経
過
と

今
後
の
学
校
の
対
応
を
伝

え
、
日
々
の
子
供
の
様
子

を
観
察
し
て
も
ら
う
よ
う

に
話
を
す
る
。

【
議
員
】

　
�

い
じ
め
ら
れ
た
子
の
保
護

者
へ
は
、
い
じ
め
を
行
っ

た
子
や
そ
の
保
護
者
へ
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の

か
を
、
伝
え
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】

　

�

ど
ち
ら
の
保
護
者
に
も
事

実
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
、

相
互
で
再
発
の
防
止
を

図
っ
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

あ
る
児
童
の
親
か
ら
は
、

子
供
が
い
じ
め
に
遭
っ
て

以
降
、
非
常
に
不
安
が
っ

て
い
る
と
聞
く
が
。

【
教
育
長
】

　

�

親
御
さ
ん
が
、
お
子
さ
ん

を
安
心
し
て
登
校
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
る

ま
で
、
誠
心
誠
意
説
明
を

尽
く
し
た
り
、
指
導
を
重

ね
た
り
し
た
い
。

【
議
員
】

　

�

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
を
来

年
の
夏
前
に
設
置
す
る
手

立
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�
設
計
書
は
全
部
で
20
校
分

あ
る
が
、
そ
の
確
認
作
業

も
あ
る
の
で
順
次
で
き
た

と
こ
ろ
か
ら
設
計
業
者
に

提
出
を
お
願
い
し
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

た
と
え
ば
小
さ
い
学
校
な

ら
設
計
も
早
く
上
が
り
、

作
業
も
早
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

学
校
の
大
小
で
エ
ア
コ
ン

の
数
も
ち
が
う
。
早
期
発

注
を
目
指
し
、
検
討
中
で

あ
る
。

【
議
員
】

　

�

次
に
、
体
育
館
に
も
エ
ア

コ
ン
が
必
要
だ
。
避
難
所

と
な
っ
た
場
合
、
夏
場
は

非
常
に
環
境
が
悪
く
、
病

気
や
命
に
も
か
か
わ
り
か

ね
な
い
。
設
置
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

学
校
は
、
教
育
の
ほ
か
に

防
災
と
い
う
機
能
が
あ
る
。

今
急
ぐ
の
は
普
通
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
だ
が
、
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
も
必
然

的
な
流
れ
だ
。
し
か
し
、

ま
だ
計
画
は
な
い
。
必
要

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
今

後
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
議
員
】

　

�

猛
暑
で
校
庭
も
プ
ー
ル
で

さ
え
も
使
え
な
い
事
態
だ
。

最
優
先
課
題
と
捉
え
、
財

源
計
画
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

【
市
長
】

　
�

大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
財
政
面

で
は
非
常
に
厳
し
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
市
長
の
政
治
姿
勢

▼
重
い
国
保
税
の
軽
減
化

▼
避
難
所
と
快
適
性

▼
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
と
固
定
資

　

産
税

いじめに対する市の対応は

子供の心に寄り添い、学校全体で守る

教室へのエアコン設置を急ぎ
　体育館への計画も
前倒しで進め、体育館にも必要と認識

三浦議員

小倉議員

一般質問　
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■
他
の
質
問
■

▼
玉
戸
駅
周
辺
整
備

▼
予
算
編
成
方
針

▼
筑
西
診
療
所

▼
イ
ネ
縞
葉
枯
病

▼
筑
西
幹
線
道
路
整
備

【
議
員
】

　

�

国
道
50
号
下
館
バ
イ
パ

ス
は
、
現
在
協
和
地
区

か
ら
神
分
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
ま
で
の
区
間
が
供

用
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
昨
年
か
ら
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
か
ら
ば
ん
ど
う

太
郎
ま
で
の
区
間
の
４

車
線
化
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
、
今
後
の
予
定
、

ま
た
全
体
の
供
用
開
始

は
い
つ
ご
ろ
な
の
か
伺

い
た
い
。

【
土
木
部
長
】

　

�

現
在
国
道
50
号
と
Ｊ
Ｒ

水
戸
線
が
交
差
す
る
跨

線
橋
部
分
で
、
常
陸
河

川
国
道
事
務
所
が
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
委
託
し
、
現

在
走
行
し
て
い
る
道
路

部
分
を
バ
イ
パ
ス
工
事

実
施
の
た
め
南
側
へ
一

時
移
す
切
り
回
し
工
事

を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
玉
戸
現
道
拡
幅
部

分
は
、
拡
幅
用
地
買
収

範
囲
に
あ
る
補
償
物
件

調
査
を
実
施
し
、
来
年

度
に
は
用
地
買
収
に
着

手
で
き
る
よ
う
準
備
中

と
伺
っ
て
い
る
。
供
用

開
始
は
、
現
在
用
地
取

得
、
工
事
を
鋭
意
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
未
定
と

伺
っ
て
い
る
。
国
道
50

号
は
国
の
直
轄
事
業
で
、

事
業
費
の
３
分
の
１
を

県
が
負
担
す
る
。
県
も

財
政
状
況
が
厳
し
い
が
、

県
内
直
轄
国
道
の
４
車

線
化
率
が
33
．
3
％
と

非
常
に
低
い
こ
と
も
あ

り
、
今
後
も
国
・
県
・

市
が
連
携
を
と
り
、
一

層
の
整
備
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

【
議
員
】

　

�

通
学
路
の
危
険
箇
所
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
数
は
。

【
教
育
部
長
】

　

�

点
検
し
た
結
果
、
85
カ
所

あ
っ
た
。

【
議
員
】

　
�

旧
協
和
釣
り
堀
公
園
前
か

ら
旧
岩
瀬
町
の
本
郷
へ
行

く
道
は
、
車
が
す
れ
違
う

の
も
容
易
で
は
な
い
く
ら

い
車
幅
が
狭
い
。
し
か
も

歩
道
も
な
い
た
め
、
通
学

路
と
し
て
非
常
に
危
険
な

道
路
で
あ
る
。
時
間
規
制

や
交
通
規
制
を
か
け
て
、

子
供
た
ち
の
安
全
が
守
ら

れ
る
よ
う
な
政
策
は
と
れ

な
い
も
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

学
校
周
辺
な
ら
、
地
元
の

理
解
を
得
た
う
え
で
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
時

間
規
制
を
す
る
方
法
も
あ

る
が
、
ご
指
摘
の
道
路
は

小
栗
小
学
校
か
ら
離
れ
て

い
る
の
で
、
ゾ
ー
ン
と
い

う
位
置
づ
け
は
難
し
い
。

現
在
、
速
度
規
制
や
通
学

路
で
あ
る
と
い
う
目
立
つ

標
識
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

【
議
員
】

　

�

速
度
規
制
で
は
な
く
交
通

規
制
で
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
公
安
委

員
会
や
警
察
と
の
調
整
を

警
察
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
調
整
監

を
通
し
て
行
い
、
市
の
問

題
と
し
て
検
討
で
き
な
い

か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

調
整
監
は
現
地
確
認
や
協

議
に
同
席
し
て
い
る
。
今

後
も
子
供
た
ち
が
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
総
務
部
長
】

　
�
教
育
委
員
会
と
協
議
し
な

が
ら
、
調
整
監
を
通
し
て

県
警
へ
の
相
談
業
務
に
入

れ
る
よ
う
、
調
整
し
て
い

き
た
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
小
中
一
貫
教
育

▼������

子
育
て
支
援
住
宅　

ほ
か

田中議員

非常に危険な通学路に
　交通規制をかける等の検討ができないか
警察と協議しながら子供たちが
安全に通学できるよう検討していきたい

国道 50号下館バイパスの
　供用開始はいつごろか
現時点では未定であるが、国・県・市が連携し
一層の整備促進を図ってまいりたい堀江議員

一般質問
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役員

■
他
の
質
問
■

▼
茨
城
県
と
の
連
携

▼
定
住
促
進
住
宅
取
得
支
援

　

事
業

▼
避
難
所
機
能
強
化
・
環
境

　

改
善　

ほ
か

【
議
員
】

　

�

真
岡
鐵
道
の
Ｓ
Ｌ
運
行
が

２
台
か
ら
１
台
体
制
に
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

経
緯
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

Ｓ
Ｌ
２
台
に
よ
る
運
行
経

費
の
増
加
、
老
朽
化
に
よ

る
修
理
代
の
増
加
、
乗
車

人
員
の
減
少
が
続
い
て
お

り
、
営
業
損
失
に
よ
る
関

係
自
治
体
の
負
担
が
増
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

沿
線
６
市
町
と
芳
賀
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
で
構

成
す
る
真
岡
線
Ｓ
Ｌ
運
行

協
議
会
は
、
Ｓ
Ｌ
運
行
１

台
体
制
を
決
定
し
た
。

【
議
員
】

　

�

市
民
の
間
で
は
何
と
か
維

持
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
多
い
。
市
内
の
民
間
施

設
「
ザ･

ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ

テ
ィ
」に
は
寝
台
特
急「
北

斗
星
」
や
Ｄ
51
型
蒸
気
機

関
車
を
含
め
11
台
の
車
両

が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
で
集
客
を
実
現
し

て
い
る
。
こ
の
施
設
や

２
０
１
９
年
に
オ
ー
プ
ン

す
る
道
の
駅
、
そ
し
て
近

隣
市
町
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
Ｓ
Ｌ
２
台
体
制
を
継

続
で
き
な
い
の
か
。

【
企
画
部
長
】

　

�

難
し
い
と
考
え
る
。
た
だ

し
、
１
台
体
制
と
な
っ
て

も
残
さ
れ
た
Ｃ
12
型
機
関

車
を
営
業
運
行
し
て
い
る

の
は
、
現
在
は
真
岡
鐵
道

の
み
で
希
少
性
が
非
常
に

高
い
。
今
後
も
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
都
市
部
へ
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。
Ｓ
Ｌ
も
お
か
号
な

ら
で
は
の
特
色
を
最
大
限

に
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
Ｓ
Ｌ
を
活
用
し
て
い

き
た
い
。
当
市
は
Ｓ
Ｌ
の

出
発
駅
で
も
あ
る
の
で
、

今
後
と
も
こ
の
大
事
な
観

光
資
源
を
生
か
す
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

【
議
員
】

　

�

第
三
セ
ク
タ
ー
と
は
、
自

治
体
が
中
心
と
な
り
、
公

金
を
投
資
し
て
、
民
間
の

協
力
の
も
と
設
立
す
る
会

社
組
織
で
あ
る
。
公
共
性

の
高
い
事
業
に
対
し
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
が
得

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
一
方
で
、
チ
ェ
ッ
ク

が
甘
く
な
り
不
適
切
な
経

営
が
起
こ
り
や
す
い
。
こ

れ
を
三
セ
ク
病
と
言
う
。

市
は
、
ス
ピ
カ
ビ
ル
の
管

理
会
社
で
あ
る
ス
ピ
カ
・

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
㈱
の
業
務
、
経
営
状
況

に
対
し
て
、
監
督
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

【
市
長
】

　

�

私
が
ス
ピ
カ
・
ア
セ
ッ

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
の

代
表
取
締
役
で
あ
り
、
定

期
的
に
会
議
、
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
お
り
、
監
督

指
導
も
実
施
し
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

役
員
の
勤
務
形
態
や
報
酬
、

そ
れ
は
市
の
意
向
に
沿
っ

て
い
る
の
か
疑
問
に
思
う

こ
と
が
あ
る
。
週
数
日
し

か
勤
務
し
な
い
執
行
役
員

が
い
る
が
、
必
要
な
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

あ
く
ま
で
管
理
会
社
の
考

え
方
で
、
市
か
ら
執
行
役

員
が
必
要
・
不
要
と
い
う

解
釈
は
で
き
な
い
。

【
議
員
】

　

�

市
は
、
大
株
主
と
い
う
立

場
か
ら
、
全
て
を
把
握
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
報
酬
の
妥
当
性
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
。　

【
市
長
】

　
�

報
酬
に
つ
い
て
は
、
取
締

役
会
や
株
主
総
会
で
決
定

し
た
こ
と
で
あ
る
。

■
他
の
質
問
■

▼
ス
ピ
カ
ビ
ル
の
修
繕
工
事

▼
平
成
29
年
度
の
ス
ピ
カ
・

　

�

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
㈱
の
事
業

▼
個
人
番
号
の
取
り
扱
い

スピカ・アセット・マネジメント株式会社に
　対する監督指導は
定期的に会議・打ち合わせ行い
監督指導も実施している

真岡鐵道が保有するＳＬを２台から
　１台体制とする理由は
運行経費増と乗車人員減による損失拡大が原因だが
今後も大事な観光資源として最大限活用していく

小島議員

大嶋議員

一般質問　
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■
他
の
質
問
■

▼
人
口
減
少
問
題
対
策

▼
公
共
施
設
包
括
管
理

▼
真
岡
鐵
道
の
運
営

▼
空
き
家
対
策　

ほ
か

【
議
員
】

　

�

本
市
は
障
害
者
の
法
定
雇

用
率
2.5
％
以
上
（
平
成
30

年
度
）
を
満
た
し
て
い
な

い
。
ど
う
い
う
経
緯
で
不

足
と
な
っ
た
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

厚
生
労
働
省
の
制
度
の
解

釈
に
市
と
し
て
誤
り
が

あ
っ
た
。
直
接
的
な
要
因

と
し
て
は
障
害
者
手
帳
を

持
た
な
い
精
神
障
害
の
職

員
を
、
医
師
も
し
く
は
産

業
医
の
診
断
書
に
基
づ
き

障
害
者
と
し
て
計
上
し
て

い
た
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
法
定
雇
用
率
が
2.3
％
か

ら
2.5
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と

考
え
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

今
後
こ
の
状
況
は
正
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
充
足

す
る
た
め
の
雇
用
は
ど
う

す
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

茨
城
労
働
局
の
指
導
に
よ

り
１
年
以
内
に
雇
用
計
画

を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
11
月
に
雇
用
計
画
を

提
出
し
た
。
今
後
は
12
月

中
に
障
害
者
を
対
象
と
し

た
採
用
試
験
を
実
施
す
る

こ
と
を
告
示
し
、
２
月
中

旬
ま
で
に
採
用
試
験
を
行

い
、
で
き
れ
ば
平
成
31
年

４
月
１
日
付
け
で
の
雇
用

を
予
定
し
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

全
国
的
に
法
定
雇
用
率
を

満
た
し
て
い
な
い
自
治
体

が
あ
る
。
そ
れ
に
併
せ
て

実
施
す
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

国
の
機
関
で
は
約
４
千
人

が
不
足
し
て
お
り
、
２
月

３
日
に
全
国
一
斉
に
採
用

試
験
を
実
施
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
そ
れ
と
前
後
す

る
形
で
採
用
試
験
を
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

日
本
の
人
口
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
国
は
都
市
機

能
を
集
約
し
て
、
生
活
の

利
便
性
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
効
率
化
を
高
め
る
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」

を
進
め
て
い
る
。
筑
西
市

で
の
考
え
方
は
。

【
企
画
部
長
】

　

�

人
口
減
少
を
考
え
る
中
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想

は
、
有
効
な
施
策
の
ひ
と

つ
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
状
を
見
る
と
行

政
や
医
療
福
祉
、
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
都
市
機
能
を

新
た
に
集
約
す
る
た
め
に

は
多
く
の
費
用
と
時
間
を

要
す
る
。
ま
た
、
本
市
の

特
徴
と
し
て
、
市
街
化
調

整
区
域
に
居
住
地
が
点
在

し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

様
々
な
課
題
を
捉
え
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
在
り

方
も
含
め
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
議
員
】

　

�

玉
戸
駅
周
辺
は
鉄
道
や
国

道
50
号
線
が
通
り
、
市
民

病
院
跡
地
等
も
あ
る
。
可

能
性
・
潜
在
力
が
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
高
い
地
域
で
あ
る
。
土

地
利
用
の
規
制
を
見
直
し

て
、
玉
戸
駅
周
辺
を
中
心

と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
構
想
は
ど
う
か
。

【
土
木
部
長
】

　

�

土
地
利
用
規
制
の
見
直
し

に
は
、
土
地
の
利
用
方
針

を
定
め
た
う
え
で
、
総
合

的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
。
今
あ
る
人
口
フ
レ
ー

ム
（
市
街
地
人
口
目
標

値
）
等
を
考
え
る
と
、
県

と
の
協
議
を
進
め
る
こ
と

は
難
し
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
常
総
線
の
電
化
・
複
線
化

▼������

水
戸
線
整
備
促
進
期
成
同

盟
会

▼������

国
道
50
号
線
（
川
島
玉
戸

地
区
）

▼������

学
童
保
育

▼������

人
口
減
少
と
財
政

玉戸駅周辺を中心とした
　コンパクトシティ構想は
土地利用規制を踏まえ総合的に判断する必要がある

障害者雇用率を満たすための
　今後の予定は
２月に採用試験を実施し
４月からの雇用を予定している

箱守議員

鈴木議員

一般質問
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■
他
の
質
問
■

▼
平
成
31
年
度
予
算
編
成

▼
橋
梁
の
点
検
結
果

▼
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

　

ー
の
標
識

▼
い
じ
め
問
題

▼
死
亡
届
け
手
続
窓
口
の
一

　

元
化

【
議
員
】

　

�

公
民
館
は
講
座
を
開
い
た

り
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し

て
大
変
重
要
な
場
所
で
あ

り
、
地
域
の
方
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
の
利
用
が
あ
る
。

高
齢
者
の
方
か
ら
ト
イ
レ

を
利
用
す
る
際
、
和
式
は

大
変
だ
と
い
う
声
を
多
く

聞
く
が
、
公
民
館
の
ト
イ

レ
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

【
教
育
部
長
】

　

�

市
内
に
公
民
館
は
15
館
あ

る
。
ト
イ
レ
は
全
部
で

１
４
６
個
あ
り
、
そ
の
う

ち
洋
式
ト
イ
レ
は
52
個
、

35
．
６
％
で
あ
る
。
ま
た
、

障
害
者
用
ト
イ
レ
は
13
施

設
に
18
個
の
洋
式
ト
イ
レ

が
あ
る
。
男
女
の
区
別
な

く
使
え
る
障
害
者
用
ト
イ

レ
を
勧
め
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

ト
イ
レ
の
洋
式
化
計
画
と
、

予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

現
在
和
式
ト
イ
レ
は
94

個
あ
る
。
洋
式
化
に
は

１
つ
当
た
り
35
万
円
前

後
を
見
込
ん
で
、
約
３
，

０
０
０
万
円
以
上
の
予
算

と
な
る
。
こ
れ
を
年
次
計

画
で
洋
式
化
す
る
計
画
は

現
在
持
っ
て
い
な
い
。

【
議
員
】

　

計
画
が
な
い
と
い
う
事
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
衰
退
し
な
い
よ
う
、
行

政
主
導
で
は
な
く
、
施
設

の
老
朽
化
も
含
め
公
共
施

設
全
体
の
課
題
と
し
て
、

地
元
の
皆
様
の
考
え
を
尊

重
し
な
が
ら
解
決
し
て
い

き
た
い
。

【
議
員
】

　

�

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の

集
積
は
進
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
は
、
農
家
人
口
が
減

っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

農
家
が
減
っ
て
い
る
こ
と

で
、
農
業
経
営
の
基
盤
で

も
あ
る
農
業
用
水
路
等
の

施
設
の
維
持
管
理
に
苦
慮

し
て
い
る
と
聞
く
が
。

【
経
済
部
長
】

　

�

農
業
用
水
路
等
は
、
土
地

改
良
区
、
水
利
組
合
等
が

管
理
を
し
て
お
り
、
除
草

作
業
な
ど
は
、
農
家
や
自

治
会
等
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

現
実
的
に
は
、
農
家
の
減

少
や
高
齢
化
に
よ
り
、
維

持
管
理
が
難
し
く
、
今
後

さ
ら
に
農
地
の
集
積
は
進

む
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後

の
対
応
は
。

【
経
済
部
長
】

　

�

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

農
村
に
お
け
る
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
み
、
地
域

に
よ
っ
て
は
管
理
体
制
が

脆
弱
化
し
、
ま
た
構
造
改

革
が
急
速
に
進
展
し
担
い

手
農
家
が
農
地
の
大
半
を

耕
作
す
る
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
農
業
生
産
基
盤
整

備
を
図
る
た
め
、
土
地
改

良
事
業
費
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

農
業
用
水
路
等
の
受
益
は

農
家
だ
け
で
は
な
く
集
落

全
体
で
受
け
て
い
る
。
公

共
的
な
観
点
と
、
農
業
行

政
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
さ

ら
な
る
支
援
策
を
講
じ
る

時
期
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】

　
�
状
況
も
変
わ
っ
て
お
り
、

い
か
に
市
が
か
か
わ
っ
て

い
く
か
を
真
剣
に
考
え
て

い
き
た
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
平
成
31
年
度
予
算
編
成

▼
未
相
続
農
地

市のかかわり方を考えたい

農業用水路等の維持管理への支援策は

公共施設全体の課題として
地元の方の考えを優先しながら解決していきたい

公民館トイレの洋式化計画は

森　議員

真次議員

一般質問　
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筑
西
市
下
館
区

田
中
町
丙
３
６
０

筑
西
市
役
所

■
他
の
質
問
■

▼
職
員
の
名
札
改
善

▼
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

▼
保
健
予
防
行
政

▼
防
災
行
政

▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

【
議
員
】

　

�

小
学
生
の
通
学
用
荷
物
が

重
過
ぎ
る
と
い
う
声
が
多

く
、
文
科
省
も
全
国
の
教

育
委
員
会
に
対
し
て
、
通

学
時
の
持
ち
物
負
担
の
軽

減
に
向
け
適
切
に
工
夫
す

る
よ
う
通
知
を
出
し
て
い

る
。
市
は
現
在
ど
う
い
う

対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】

　

�

10
月
５
日
付
け
の
茨
城
新

聞
の
置
き
勉
活
用
に
関
す

る
掲
載
記
事
に
併
せ
て
、

教
科
書
等
の
勉
強
道
具
を

学
校
に
置
い
て
い
く
「
置

き
勉
」
の
積
極
的
な
活
用

に
つ
い
て
各
小
学
校
に
通

知
し
、
そ
の
後
の
校
長
会

で
も
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

か
な
り
浸
透
し
て
き
て
お

り
、
子
供
た
ち
の
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
こ
う
と

い
う
大
き
な
流
れ
は
で
き

て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

具
体
的
に
学
校
、
学
校
長

の
取
り
組
み
で
や
る
と
い

う
状
況
な
の
か
。

【
教
育
長
】

　
�

学
校
の
実
態
に
応
じ
て
先

生
方
も
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
背
骨
等
へ
の
悪
影
響

と
の
発
表
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
指
導
を
徹
底
し
、
子

供
た
ち
の
負
担
増
に
な
ら

な
い
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
。

【
議
員
】

　

�

実
際
に
行
っ
て
い
る
学
校

は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

【
教
育
長
】

　

�

対
応
状
況
を
何
校
か
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
保
護
者
宛

て
に
通
知
し
、
置
き
勉
の

協
力
を
依
頼
し
て
い
る
学

校
、
技
能
教
科
は
基
本
的

に
学
校
に
置
い
て
お
く
よ

う
指
導
し
て
い
る
学
校
も

あ
っ
た
。
今
後
も
子
供
た

ち
の
負
担
が
軽
く
な
る
よ

う
指
導
を
進
め
て
い
き
た

い
。

【
議
員
】

　

�

平
成
17
年
３
月
に
１
市
３

町
が
合
併
し
筑
西
市
が
誕

生
し
た
が
、
現
在
の
住
所

表
記
で
場
所
が
分
か
ら
ず

不
便
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
。
筑
西
市
の
後
に
旧

市
町
名
を
区
（
例
：
下
館

区
）
で
表
示
す
れ
ば
、
地

域
が
特
定
で
き
大
変
便
利

に
な
る
。
ま
た
、
旧
下
館

市
の
甲
乙
丙
表
記
に
は
通

称
町
名
も
使
わ
れ
て
い
た
。

５
月
に
は
新
元
号
に
変
わ

る
の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
区
制
度
を
導
入
し
て

は
い
か
が
か
。

【
市
長
】

　

�

住
所
表
記
に
区
制
度
を
導

入
し
、
市
民
の
利
便
性
に

寄
与
す
る
と
い
う
趣
旨
は

理
解
で
き
る
。
一
方
で
筑

西
市
が
誕
生
し
て
13
年
余

り
経
過
し
、
市
民
に
は
現

在
の
住
所
が
定
着
し
て
い

る
こ
と
も
事
実
。
市
民
に

ご
不
便
を
か
け
な
い
方
策

を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
市
の
再
編
と
い
う

状
況
に
な
れ
ば
、
そ
の
中

で
検
討
し
た
い
。

【
総
務
部
長
】

　

�

下
館
地
区
の
甲
乙
丙
へ
の

通
称
町
名
の
活
用
は
、
平

成
28
年
12
月
に
市
と
下
館

商
工
会
議
所
、
市
自
治
会

連
合
会
下
館
支
部
の
三
者

が
覚
書
を
締
結
し
、
29
年

５
月
に
下
館
通
称
町
名
活

用
検
討
委
員
会
を
設
置
、

定
期
的
に
協
議
を
行
い
通

称
町
名
の
有
効
活
用
に
努

め
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

政
令
指
定
都
市
の
区
と
い

う
概
念
で
は
な
く
、
新
潟

県
上
越
市
や
福
島
県
南
相

馬
市
で
は
表
記
上
の
区
と

し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
事
例
を
研
究
し
、

導
入
に
向
け
た
検
討
を
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

不
便
さ
を
感
じ
る
市
民
が

い
る
こ
と
は
事
実
な
の
で
、

導
入
市
の
事
例
を
今
後
研

究
し
て
い
き
た
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
道
の
駅

▼
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

先進事例を研究し、市の再編という状況になれば
検討していく

住所に旧市町の名称を
　「○○区」として表記しては

置き勉の積極的な活用を推進し
子供たちの負担軽減を図っていく

通学時の持ち物負担の軽減策は

秋山議員

尾木議員

一般質問
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■
他
の
質
問
■

▼
広
報
行
政

▼
高
校
、
大
学
生
へ
の
施
策

▼
財
政
状
況

【
議
員
】

　

�

農
業
全
般
に
お
け
る
現
在

の
課
題
と
対
応
策
、
今
後

の
方
向
性
は
。

【
経
済
部
長
】　

　

�

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
を
背
景
に
、

年
々
農
家
数
、
生
産
量
及

び
生
産
額
が
減
少
、
耕
作

放
棄
地
も
増
加
し
て
い
る
。

対
応
策
と
し
て
、
中
核
的

な
担
い
手
の
規
模
拡
大
や

経
営
力
強
化
、
新
た
な
担

い
手
の
確
保
や
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
基
盤
整
備

事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
、

大
区
画
化
に
よ
る
農
地
の

集
約
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。
今
後
の
方
向
性
と
し

て
は
主
食
用
米
か
ら
飼
料

用
米
な
ど
へ
の
需
給
調
整
、

水
田
作
物
か
ら
露
地
野
菜
、

施
設
園
芸
へ
の
作
物
転
換

な
ど
需
要
に
応
じ
た
農
業

へ
の
展
開
に
よ
り
、
収
益

性
の
高
い
儲
か
る
農
業
を

確
立
す
る
こ
と
で
、
本
市

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】

　
�

こ
れ
か
ら
農
業
を
や
り
た

い
若
者
へ
の
対
策
は
。

【
経
済
部
長
】

　

�

新
規
就
農
を
め
ざ
す
45
歳

未
満
の
方
を
対
象
に
、
最

長
５
年
間
、
年
間
最
大

１
５
０
万
円
（
夫
婦
型

２
２
５
万
円
）
が
交
付
さ

れ
る
国
の
支
援
策
ほ
か
、

市
は
国
の
支
援
策
に
該
当

し
な
い
方
を
対
象
に
新
規

就
農
者
研
修
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
50
歳
以
下
で

市
が
定
め
る
研
修
機
関
で

研
修
を
受
け
る
際
に
、
受

講
料
な
ど
上
限
30
万
円
を

助
成
し
て
い
る
。
今
後
と

も
県
や
農
業
団
体
等
関
係

機
関
と
連
携
し
、
就
農
者

の
確
保
と
育
成
に
努
め
て

い
き
た
い
。

【
議
員
】

　

�

６
月
の
議
会
で
多
目
的
運

動
場
調
査
委
託
の
予
算
を

補
正
し
た
が
、
調
査
委
託

の
進
捗
状
況
は
。

【
教
育
部
長
】

　

�
10
月
に
委
託
業
者
と
契
約

を
締
結
し
た
。
調
査
結
果

が
出
る
の
は
年
度
末
に
な

る
。
現
在
は
、
委
託
業
者

と
３
回
ほ
ど
打
ち
合
わ
せ

を
実
施
し
、
近
隣
自
治
体

の
類
似
施
設
で
開
催
し
た

大
会
の
種
類
・
規
模
・
競

技
種
目
・
動
員
数
等
の
調

査
な
ど
市
場
性
や
地
域
振

興
の
可
能
性
を
含
め
、
調

査
を
委
託
し
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

多
目
的
運
動
場
は
野
球
場

を
メ
ー
ン
と
し
、
そ
れ
に

併
せ
、
多
目
的
に
イ
ベ
ン

ト
が
催
せ
る
よ
う
に
、
さ

ら
に
は
防
災
拠
点
の
要
素

も
含
む
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
交
流
人
口
を
増
や

す
に
は
周
辺
道
路
等
の
交

通
も
重
要
と
考
え
る
が
。

【
市
長
】

　

�

多
目
的
施
設
と
し
て
は
ス

ポ
ー
ツ
や
コ
ン
サ
ー
ト
等

で
交
流
人
口
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
、
防
災
機
能
を

併
せ
持
っ
た
施
設
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
交

通
関
係
も
大
切
で
あ
り
調

査
を
お
願
い
し
て
い
る
。

【
議
員
】

　

�

多
目
的
運
動
場
を
考
え
る

う
え
で
一
番
ネ
ッ
ク
に
な

る
の
は
、
予
算
で
あ
る
。

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て

も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

県
へ
の
助
成
を
要
請
す
べ

き
で
は
。

【
市
長
】

　
�

西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
の
設
立
に
は
県
に
相
当

な
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。

民
間
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
も

あ
る
。
多
目
的
施
設
と
し

て
予
算
や
支
援
も
考
え
て

い
き
た
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
海
外
と
の
友
好
都
市
協
定

▼������

陶
芸
教
育

▼������

村
田
小
学
校
隣
接
道
路

近隣自治体の類似施設の事例調査等を実施している

多目的運動場調査委託の進捗状況は

収益性の高い儲かる農業を確立し
持続的な発展を図っていきたい

農業全般における今後の方向性は

小島議員榎戸議員

保坂議員

一般質問　
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議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

議
会
報
告
会

下館会場

明野会場

協和会場

関城会場

質問にお答えしました（一部を紹介します）

　

筑
西
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
４
地
区
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
第
３
回
定
例
会
の
審
議
内
容
を
報
告
し
、
そ
の
後
、
出
席
者
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

■開催日　　10月 28日（日）
■場所　　　河内公民館
■参加者数　11人

■開催日　　11月 10日（土）
■場所　　　アルテリオ
■参加者数　４人

■開催日　　11月 10日（土）
■場所　　　明野いきがいセンター
■参加者数　32人

■開催日　　11月 10日（土）
■場所　　　協和多目的研修
　　　　　　センター
■参加者数　20人

せっかくの議会報告会なのに市民の参加が少ない。広報不足ではないか。

真壁医師会の先生方にしっかり一次医療をやっていただいて、西部メディカルセンター
は医師会との連携を密にしてはどうか。

ハチ駆除費用の助成について

広報委員会の中に公募等で一般の人を入れてはどうか。

経験不足もあった。市民にとって魅力的、議員にとっても収穫のある報告会と
していきたい。

西部メディカルセンターは救急のための病院であって、症状が落ち着けばかかりつ
け医に紹介するという考え方でいる。今後、一次医療との関係は整理されていくと
思う。

ハチの巣の駆除は高額なので一人暮らしの高齢者や低所得者に限ってでも駆除
費用の助成を要望したが、財政面で厳しい状況にあるので、個別対応でお願い
したいとの答弁だった。

今のご意見を参考に広報委員会で検討したい。

議会報告会
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■開催時間は？ ■議会を傍聴したことは？■報告会の内容は？

■今後も開催すべきか？■実施すべき内容は？

定例会・臨時会の
議案の審議内容、
結果 20 %

テーマに沿った議
員との意見交換
32 %

その他
26%

無回答
22 %

開催すべき
68 %

9 %

無回答
3 %

開催すべき
ではない

分かりやすかった
17 %

どちらとも
言えない
29 %

分かりにくかった
51 %

無回答
3 % 無回答

9 % 長かった
15 %

ちょうど良い
71 %

短かった
5 % 傍聴した

ことがある
39 %

傍聴した
ことはない
61 %

20 %

どちらとも
言えない

議会報告会アンケート結果 【回答率　88%】

報告会の時にいただいたご意見等は、今後の議会報告会のあり方や
議会活動等の参考とさせていただきます。
また、詳しい資料やアンケート結果、議会報告会の報告書等は市議
会ホームページでご覧いただけます。

〇議会報告会をまた開催して欲しいが一般の人がもっと参加するようになって欲しい。
〇話し合いを多くとって欲しい。
〇一般市民の代表として頑張っていただけたらと思います。
〇今回は参加人数が少なかった。今後の課題。
〇経緯の報告でなく具体的に分かりやすさが必要。
〇もう少し分かりやすく説明をお願いします。
〇議会と市民とのより密接にする為に報告会を開き意見を反映すべきだと思います。
〇筑西市の為に益々頑張っていただきたい。
〇機会があれば傍聴したい。
〇大変良かった。広報委員会に一般人を。

報告会で寄せられた主な意見（抜粋）

議会報告会



（２） 評価の高かった取り組み（抜粋）

趣　　旨 条　　項 取　組　内　容　 評価

説 明 責 任 第３条
本会議や委員会審議の公開に努め、常任委員会は１日１委員会の開催として傍
聴環境の改善を図った。本会議はケーブルテレビ中継・インターネット録画配
信を実施。議会だよりには各議員の賛否を掲載。議会報告会を開催。

Ａ

請願等の提出
者の議会参加 第１０条 請願等提出者から常任委員会時の発言申し出があった際、条例、申し合わ

せ事項に従い意見等を聴く機会を設けた。 Ａ

議 長 及 び
副議長の選出 第１７条

正副議長選挙において、本会議中に、正副議長の職を希望する議員の決意
表明の場を設けた。
平成27年第１回臨時会、平成29年第2回定例会で実施。

Ａ

政 務 活 動 費 第２４条 条例、規則、使途基準（運用指針）に従い、議員各自、適正に政務活動費を活用
している。平成29年度分から議会ホームページに収支報告書や領収書を公開。 Ａ

（３） 今後の課題とした取り組み（抜粋）

趣　　旨 条　　項 ①取�組�内�容　②問�題�点　③改�善�策 評価

危 機 管 理 第７条

①取組内容…危機管理体制の整備には至らなかったが、平成27年９月関東東
　　　　　　北豪雨では、定例会日程を変更、最終日に鬼怒川護岸工事対策
　　　　　　の緊急質問を日程に追加するなど対応した。
②問題点…災害時の議会としての行動計画に取り組めていない。
③改善策…災害時の行動計画の研究と策定に取り組む。

B

議 会 報 告 会 第１２条

①取組内容…これまでに６回開催
　　　　　　平成28年度　１回（１団体）　計�28名参加
　　　　　　平成29年度　１回（２団体）　計�37名参加
　　　　　　平成30年度　４回（４地区）　計�67名参加
②問題点…開催の周知が不十分、説明が分かりにくいとの意見があった。
③改善策…開催周知の方法を検討する。また、簡潔で分かりやすい説明に
　　　　　努める。

Ｂ
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議
会
議
会
運
営
を
検
証
し
ま
し
た

　

筑
西
市
議
会
基
本
条
例
は
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
運
営
を
図
る
た
め
に
、

平
成
25
年
か
ら
全
議
員
に
よ
る
議
会
改

革
特
別
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、
「
議
会
は
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
い
、
市
の
意
思
決
定
を
行

う
議
事
機
関
と
し
て
、
市
民
の
意
思
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
正
か
つ

公
平
な
議
論
を
尽
く
し
、
真
の
地
方
自

治
の
実
現
を
目
指
す
」
こ
と
を
基
本
理

念
に
掲
げ
、
「
議
会
が
市
民
の
負
託
に

応
え
、
も
っ
て
市
政
の
発
展
及
び
市
民

の
福
祉
向
上
に
資
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

筑
西
市
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
会

運
営
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　検証の方法は、原則、条文ごとに「取組内容」、「問題点」、「改善策」について検討
を行い、「評価」は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階としました。
 （１） 評価の結果集計　　
　　Ａ　概ねできている　　
　　Ｂ　ある程度できている
　　Ｃ　あまりできていない
　　Ｄ　全くできていない�
　　評価対象外、検証対象外　　　　　　　
�　　（※条文ごとの検証結果詳細は、筑西市議会ホームページに掲載しております。）

（全 35項目）
（達成率８割以上）・・・２１項目
（達成率５割程度）・・・�　５項目
（達成率３割以下）・・・　３項目
（取組なし）　　　・・・　該当無し　　　　　　　
・・・　６項目�（目的、基本理念など）

■検証結果の概要

議会基本条例検証



趣　　旨 条　　項 ①取�組�内�容　②問�題�点　③改�善�策 評価

政 策 提 言 第１６条

①取組内容…常任委員会協議会は開催しているが、これを活用した調査、
　　　　　　検討に基づく政策提言を行っていない。
②問題点…各委員会で調査検討するテーマを決めていない。
③改善策…各委員会がテーマを設定。調査検討を進め、議会報告会での発
　　　　　表や市民との意見交換を実施。市への政策提言へつなげる。

Ｃ

議 員 間 討 議 第１９条

①取組内容…これまでの委員会でも議員間討議に等しい議論が行われるこ
　　　　　　ともあったが、討議としての取り組みが不明確だった。
②問題点…議員間討議の進め方について手順が確立されていない。本会議
　　　　　での議員間討議の進め方についても検討が必要。
③改善策…委員会ならびに本会議における議員間討議の進め方について調
　　　　　査研究し、手順を確立する。

Ｃ
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会議録センター
にて

会議録センター
にて

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
や
議
員

の
活
動
状
況
な
ど
を
正
確
に
住
民

に
伝
え
る
と
い
う
非
常
に
重
要
な

役
割
を
持
っ
て
お
り
、
住
民
に
い

か
に
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て

も
ら
え
、
読
ん
で
も
ら
え
る
か
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
紙
面
を
作
り

住
民
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
第
一
で
あ
る
。
限
ら
れ
た

ペ
ー
ジ
数
に
す
べ
て
を
載
せ
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
記
事
に
優
先

順
位
を
つ
け
取
捨
選
択
を
す
る
こ

【
広
報
委
員
会
】

と
、
見
出
し
で
読
者
を
引
き
込
む

こ
と
、
中
学
生
で
も
理
解
が
で
き

る
よ
う
簡
潔
に
分
か
り
や
す
く
コ

ン
パ
ク
ト
に
内
容
を
伝
え
る
紙
面

が
読
み
や
す
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
筑
西
市
議

会
だ
よ
り
を
作
っ
て
頂
い
た
が
、

手
に
取
っ
て
見
て
み
た
く
な
る
よ

う
な
表
紙
で
、
紙
面
も
余
白
が
生

か
さ
れ
と
て
も
見
や
す
い
も
の
で

あ
っ
た
。
文
字
は
筑
西
市
議
会
だ

よ
り
で
は
明
朝
体
を
使
っ
て
い
る

が
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
を
使
用
し
て
い

る
た
め
柔
ら
か
い
印
象
で
あ
る
。

　

本
議
会
に
お
い
て
も
、
読
者
に

議
会
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、

文
字
量
が
多
い
の
が
悩
み
で
あ
る
。

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
余
白
を
多

用
し
、
紙
面
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、

よ
り
読
み
や
す
い
紙
面
に
な
る
よ

う
に
努
め
た
い
。

報

修

研

告

研
修
日　

10
月
25
日

視
察
地　

株
式
会
社�

会
議
録
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）

テ
ー
マ　

　

・
議
会
の
広
報
活
動

　このたびの検証作業は、 議会基本条例の認識を深め、 これまでの議会運営の課題を把

握するために、 とても有意義なものでした。

　また、 二元代表制の一翼を担う議会として、 行政監視機能に加え、 政策立案機能の強

化に取り組むことの重要性について具体的な協議ができたことは、 今後につながる大きな前

進でありました。

　議会基本条例は議会における最高規範であり、 さらに市民の負託に応えられる議会となれ

るよう、 今回の検証で得た課題は全議員が共有し、 今後の議会改革に生かしてまいります。

～検証を終えて～

筑西市議会

議会基本条例検証 ・ 研修報告
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ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ： http://www.city.chikusei.lg.jp/

編
集
後
記

　
昨
年
秋
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
、
県
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

が
開
院
し
ま
し
た
。
病
院
は
建
て
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
と
持
続
可
能
な
健

全
経
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
議
員
も

市
民
も
「
病
院
を
育
て
る
」
と
い
う

意
識
を
今
後
も
持
つ
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
本
年
の
国
の
大
事
業
は
、
新
元
号

へ
の
引
継
ぎ
で
す
。
年
明
け
早
々
か

ら
最
後
の
平
成
と
言
わ
れ
、
寂
し
く

も
あ
り
、
期
待
感
も
あ
り
の
心
境
で

す
。
新
天
皇
の
時
代
を
、
国
民
が
見

守
り
、
国
を
育
て
て
い
く
努
力
が
必

要
で
す
。

　
と
も
あ
れ
、
私
た
ち
議
員
は
、
足

元
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
市
民
生
活

の
安
全
・
向
上
に
役
に
立
つ
こ
と
が

大
事
で
す
。
そ
の
議
員
を
育
て
る
の

は
、
市
民
皆
様
の
叱
咤
激
励
で
す
。

　
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
川
　
寧
子
）

【
広
報
委
員
会
】

　
委
員
長
　
藤
　
澤
　
和
　
成
　

　
副
委
員
長
　
小
　
倉
　
ひ
と
美

　
委
　
　
員
　
田
　
中
　
隆
　
徳

　       

〃 

　
　 

増
　
渕
　
慎
　
治

　       

〃  

　
　
真
　
次
　
洋
　
行

　       

〃 

　 

　
金
　
澤
　
良
　
司

　       

〃 

　 

　
藤
　
川
　
寧
　
子

　       

〃  

　
　
三
　
浦
　
　
　
譲

筑
西
市
議
会
事
務
局

筑
西
市
丙
３
６
０
番
地

�

０
２
９
６

－

24

－

２
１
７
３

25日　広報委員会視察研修
　　　（株式会社 会議録センター）
28日　議会報告会（関城地区）
30日　全国広域連携市議会協議会理事会、要
　　　望活動

8日～９日　茨城県西市議会議長会視察研修
　　　　　　・第２回定例会（山梨県甲府市）
10日　議会報告会
　　　（下館地区、明野地区、協和地区）
16日　議会運営委員会、第14回全員協議会
19日～20日　茨城県市議会議長会議員研修会
　　　　　　（つくば市）
22日　議会運営委員会
28日～12月14日　第４回筑西市議会定例会
30日　議会運営委員会

３日　議会運営委員会
６日　第15回全員協議会
13日　議会運営委員会
14日　議会運営委員会、第16回全員協議会、　
　　　広報委員会

７日　広報委員会
15日　広報委員会
21日　 茨城県市議会議長会理事会・定例会
　　　（水戸市）

議 会 日 誌議議議 会会会会 誌誌日日 誌誌
次の定例会は

に開会の予定です

平成 31 年 2 月 27 日

あなたも傍聴してみませんか

日 月 火 水 木 金 土

2/27 28 3/1 2

開会
議案説明

休会 一般質問 休会

3 4 5 6 7 8 9

休会 一般質問 一般質問 一般質問 一般質問 議案質疑 休会

10 11 12 13 14 15 16

休会
総務企画
委員会

福祉文教
委員会

休会
経済土木
委員会

予算特別
委員会

休会

17 18 19 20

休会
予算特別
委員会

議会運営
委員会

討論・採決

閉会

　

次
の
議
員
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

○
11
月
1
日

　

三
重
県
松
阪
市
議
会
（
８
名
）

　

▽
「
地
域
医
療
構
想
（
病
院
再
編
整

　

備
）」
に
つ
い
て

○
11
月
５
日

　

愛
知
県
豊
川
市
議
会
（
18
名
）

　

▽
「
再
開
発
ビ
ル
の
課
題
と
解
決

　

策
」
に
つ
い
て

○
11
月
６
日

　

佐
賀
県
小
城
市
議
会
（
７
名
）

　

▽
「
公
立
病
院
の
再
編
・
統
合
」

　

に
つ
い
て

年
賀
の
ご
あ
い
さ
つ
な
ど
の

禁
止
に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議
員
個
人
の

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
差
出
、

年
賀
の
ご
あ
い
さ
つ
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎第４回定例会の傍聴者は、延べ 161 人でした。

注�）日程は変更となる場合があります。正式な日程は
決まり次第、ホームページでお知らせいたします。

議会の放映は、市役所本庁舎１階 憩の広場と

６階 議場前ホールでご覧になれます。

ケーブルテレビ放映、インターネット配信もあ

わせてご覧ください。

行
政
視
察
来
市
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